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論文内容の要旨

(目的)

リンパ球系の細胞群のなかで Natural Killer (NK) 活性を有する細胞が Percollによる数段階の比重

遠沈法や monoclonal 抗体HNK-1 を用いた FACS により分離され，それらは large granular lymｭ

phocytes (LGL) と呼ばれる特有の形態をもっ細胞群で、あることが報告されている。また，乙の LGL

は NK活性や K活性の他に条件によっては suppressor として働くことも報告され， 悪性腫虜の発生・

進展と何らかの関係を有すると推測される。本研究では健常女性成人，良性婦人科腫傷患者，悪性婦人

科腫虜患者の末梢血中の LGLを治療前および

lに乙するため以下の検討を行なつた。

1. 健常成人と良性腫虜患者の LGL の比較

2. 加令による影響

3. 前癌ないし非浸潤癌および浸潤悪性腫場患者の LGLの比較

4. 浸潤悪性腫虜患者における発生部位，進行程度による LGL の比較

5. 術後の LGLの変動

(方法ならびに成績)

婦人科前癌，非浸潤癌，浸潤悪性腫傷患者 106 名を対象とした。へパリン加採血した末梢血は PB

S にて希釈後， Ficoll-Metrizoate (比重1.077) 重層遠沈法にて mononuclear cell 分画を分離回収し，

プラスチックシャーレ法にて adherent cell を除去しリンパ球浮遊液とした。乙れにて作製した smear

標本は乾燥固定およびメタノール固定後 Giemsa 染色を施行した。染色標本は 1000倍油浸にて検鏡
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し，大型~中型のリンパ球で豊富な細胞質をもち，アズーノレ頼粒を 1 個以上有し，腎型核をもつものを

LGL とした。 LGL の計数は染色標本 1 枚につきリンパ球を 200 個以上，かっ 2 枚以上の染色標本を

検鏡してリンパ球中の LGL比率を求め，その平均値を LGL/ P BL (peripheral blood lymphocytes) 

比率とした。また白血球ならびにリンパ球比率より LGL数/7!/Jtfを計算した。術後変動については LGL

/PBL を不変，増あるいは減，著明に増あるいは減の 5 群に分けて検討した。

1. 健常女性成人 3 4 名，良性卵巣腫蕩患者 2 8 名，子宮筋腫患者 2 6 名の LGLの比較

3 群の LGL/PBL およびLGL数には全く有意差を認めず対照群とした。

2. 加令による影響

前記 3 群計 8 8 名の対照群LGL/PBL は 2 0 才代から 6 0 才代まで 5 群に分けて検討した結果， 加

令による増加傾向を認めたが各年代聞には有意差はなかった。 LGL数も増加傾向を示し 3 0 才代と50

才代および 6 0 才代の間ならびに 4 0 才代と 5 0 才および 6 0 才代の聞に有意差を認めた。

3. 前癌ないし非浸潤癌および浸潤悪性腫場患者の LGL の比較

前癌ないし非浸潤癌患者では LGL/PBL ， LGL数ともに対照群に比し低下傾向を示すが有意差はな

かった。しかし浸潤悪性瞳虜患者では LGL/PBL の有意 (P< 0.0 1)の増加を認めた。なお，対照群
各年代の平均+標準偏差の最大値を越える LGL/PBL の異常高値は対照群では 31ぢに認められるに過ぎ

なかったが，浸潤悪性腫虜患者では 49%に認められた。

4. 浸潤悪性腫虜の発生部位，進行期， リンパ節転移の有無による LGLの比較

子宮頚癌 (1---][期) ，子宮内膜癌，子宮肉腫，卵巣癌 (1---][期)はそれぞれLGL/PBL の増加

を示すが， 3 群の聞に有意差は認められなかった。子宮頚癌および卵巣癌の進行期別ならびに子宮頚癌

手術例のリンパ節転移の有無に関して LGL/PBL には有意差は認められなかった。

5. 術前と術後 1 週間目の LGL の比較

良性腫虜患者 3 8 名では全体的には不変はないし低下傾向が認められた。前癌ないし非浸潤癌 2 5 名

では一定の傾向は認められなかった。浸潤悪性腫場患者の完全手術例 3 1 例では不変のものもあるが全

体的には低下傾向が顕著であった。一方不完全手術例 4 例では異常高値を続ける傾向が認められた。

(総括)

1. 健常成人と婦人科良性腫場患者はほぼ同じ LGL値を示す。

2. 加令による LGL の増加傾向が認められる。

3. 前癌ないし非浸潤癌患者では LGL はやや減少傾向を示すが有意ではない。浸潤悪性腫虜患者では

LGL/PBL は有意な高値を示し，半数近くが異常高値を示す。

4. 浸潤悪性腫虜の発生部位や進行程度に関する有意な LGL の差は認められない。

5. 浸潤悪性腫虜完全手術例では著明な LGL の減少が認められるが，不完全手術例では減少し難い傾向

にある。

結論として LGL の測定は浸潤悪性腫虜の補助診断法として利用できる。
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論文の審査結果の要旨

婦人科悪性腫場患者末梢血の large granular lymphocytes (LG L) を 1 000 倍検鏡にて検索し，

LGL/PBL (;硝血リンパ球)， LGL/WBC (末梢血白血球:)， LGL数/mi ，c:.つして機十した。その結果浸潤

悪性賭場患者では LGL/PBLが有意な増加を示し，約半数の患者で LGL/PBL の異常高値が認められ

た。よって LGL/PBLの検索は浸潤悪性腫虜の治療前補助診断法として利用できることを多数症例に

ついて統計学的処理の結果はじめて明らかにした点において，本論文は学位論文としての価値があるも

のと認められる。
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